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市や卜日商工会議所ヵ、主催した第 2回 「躍進する上固め工業展」は、 11月5日から 7日;まで、 松尾町通リの進I上倉上 宇
和商ギヒルで|井jかれました。工業展には、市内の企業など38社から機械金属、輸送機器、屯気機器などの自社製ド 本

品が多数出，'fi'-I ~ ;iしました 。 また、産業用ロボ ソ ト付き NC 自動旋盤=写真=やオフセソト印刷機なとの実演コ ー |島升郷 t
ナーもあり、 di此の関心を集めていました。 I七九七戸
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主な内容

市民と市長の日

毎月 1日に行っています 「市民と市
長の日 l を、来月は都合により 12月j
日幽午前9時から午後411寺まで、市i!i:
所 3階市長室で行います。お気軽にお
でかけください。
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① 突通渋滞を考える

えつ広報

1万4千台

高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
て
急
激
に
普
及
し
た
マ
イ
カ
ー
は
、
全
国
い
た

る
と
こ
ろ
で
。
交
通
渋
滞
。
と
い
う
大
き
な
社
会
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
国
道
一
八
号
線
を
は
じ
め
、
市
内
各
所
で
交
通
渋
滞
が
発
生

し
、
県
下
で
も
有
数
の
交
通
渋
滞
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
朝
の
時
間

帯
は
ひ
ど
く
、
通
勤
、
通
学
に
時
間
的
、
精
神
的
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
道
路
が
交
通
渋
滞
と
な
る
地
区
で
は
、
「
向
か
い
の
家
へ
行
け
な
い
」

「
安
心
し
て
子
供
を
学
校

へ
送
り
出
せ
な
い
」
な
ど
、
市
民
生
活
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

朝(之)市街地ヘ

ま
た
、
乗
用
車
だ
け
に
限

っ
て
み
る

と
、
一
人
乗
り
マ
イ
カ
ー
の
割
合
は
、
布

岸
で
八
三
%
、
左
岸
で
八
二
・
七
%
。

全
体
γ
で
は
、
凡
』
l

一
い
九
防
悼

l-人乗り
古舟橋付近でも、朝のラッシュ時には多くの車が、わき道から入り込む

(千曲高校入口の交差点で)

で
は
、
市
内
の
交
通
渋
滞
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。
市
で
は
、
交
通
渋
滞
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
三
週
間
に
わ

た
り
「
通
過
交
通
量
調
査
」
「
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
所
要
時
間
調
査
」
「
パ
ス
試
乗
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
実
態
を
基
に
し
て
、
交
通
渋
滞
の
解
消
方
法
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
か
ら
「
交
通
渋
滞

を
考
え
る
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

(密室)上田市の交通渋滞個所

し
よ
う
と
、
六
月
十
四
日
「
交
通
渋
滞
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

調
盆
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
み
で
な
く
、
市
民
皆
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人
乗
り
竹
が
紛
%
以
上

市街地へ流入する車両台数

‘ーーー・・"・.

し
て
く
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
(
別

図
的
原
京
ψ
参
照

)

こ
れ
を
車
種
別
で
み
る
と
、
一
人
乗

り
、
相
乗
り
の
乗
用
車
の
割
合
が
高
く
、

全
体
で
は
一
万
百
台
と
七

0
・
四
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
千
曲
川
右
岸
、
左
岸

別
で
は
、
右
岸
が
約
五
千
七
百
台
で
七

四
・
六
%
。
左
岸
で
は
、
約
四
千
三
百

台
で
六
五
・
四
%
と
な
・
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
マ
イ
カ
ー
の
多
い
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
特
に
右
岸
で
は
四
分

の
三
が
マ
イ
カ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
る

ま
た
、
乗
用
車
だ
け
に
限
っ
て
み
る

と
、
一
人
乗
り
マ
イ
カ
ー
の
割
合
は
、
右

岸
で
八
三
%
、
左
岸
で
八
二
・
七
%
。

全
体
で
は
、
八
二
・
九
%
と
一
人
乗
り

マ
イ
カ
ー
の
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
二
輪
車

(
含
自
転
車
)
の
台
数
が
、
右
岸
と
左

岸
で
は
極
端
に
違
っ
て
い
る
点
で
す
。

つ
ま
り
、
左
岸
で
は
、
約
一
千
六
百
台

と
二
四
・
五
%
を
占
め
て
い
る
の
に
対

し
、
右
岸
は
約
七
百
台
で
九
・
三
%
と
、

台
数
で
左
岸
の
半
分
以
下
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
交
通
渋
滞
の
激
し
い

左
岸
地
区
で
は
、
小
回
り
の
き
く
二
輪

車
で
通
勤
し
て
い
る
人
が
多
い
か
ら
と

思
わ
れ
ま
す
。

奈通渋滞対策

最近の動き
ー旬、
ー、

旦盟主笠
ーーー一一ーーーー

------== 戸____.

し
よ
う
と
、
六
月
十
四
日
「
交
通
渋
滞
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
み
で
な
く
、
市
民
皆

さ
ん
の
英
知
の
結
集
と
理
解
あ
る
協
力

を
得
る
た
め
、
九
月
十
日
に
は
「
上
田
市

交
通
渋
滞
対
策
会
議
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
、
市
民
団

体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
関
係
行

政
機
関
な
ど
三
十
七
団
体
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

同
対
策
会
議
で
は
、
十
月
一
日
か
ら

十
二
日
ま
で
の
問
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

に
交
通
渋
滞
に
対
す
る
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
も

十
二
月
一
日
号
の
「
広
報
う
え
だ
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
通
渋
滞
の
解
消
に
最
も
効
果
が
あ

る
の
は
、
道
路
網
の
整
備
で
す
。
し
か

し
、
道
路
整
備
に
は
、
長
い
年
月
と
多

額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
当
面
の
問

題
で
あ
る
交
通
渋
滞
解
消
に
即
効
的
な

効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
は
現
状
道
路
網
の
中
で
、
な

ん
ら
か
の
方
法
に
よ
り
交
通
渋
滞
を
解
消

(注)①土曜日を除く 5日聞の一日平均
②調査時間は、午前7時~同9時

全市

包囲'

一
人
乗
り
乗
用
車

58.3% 

(8，371台)

「
通
過
交
通
量
調
を
」
は
、
午
前
七
時

か
ら
同
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
市
内
十

七
個
所
、
三
十
七
方
向
別
に
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
国
道
一
八
号
線
周
辺
(
千

曲
川
右
岸
)
か
ら
、
市
街
地
へ
流
入
す
る

総
車
両
数
は
、
約
七
千
七
百
台
(
含
二

輪
車
・
自
転
車
)。
上
田
橋
、
古
舟
橋
経
由

(
千
曲
川
左
岸
)
で
市
街
地
へ
流
入
す
る

総
車
両
数
は
、
約
六
千
六
百
台
(
同
)
。
合

計
で

μ、
約
一
万
四
千
三
百
台
(
同
)
が

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、
市
街
地
へ
流
入

一
人
乗
り
乗
用
車

千曲川右岸

匂鹿島

61.9% 

(4，795台)

千曲川左岸

匂麗'

一
人
乗
り
乗
用
車

54.1% 

(3，576台)

二輪車
(含自転車)

24.5% 

(1，619台)
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マイカ一所要時間比較表@冨・

~最高所要時間

仁二コ 昼間時所要時間(渋滞と恩われる時間帯を除いた平常時間)

盤整麹最低所要時間

(注)①昼間時は、制限速度を順守して計測l
②調査時間は、午前 7U寺~同 9時

右岸

50 
分

左岸

川西支所→西武交差戸

(上田橋経由・8.6km)

20 
分

10 
分

右岸

|:マイカー所要時間調査|

渋滞が目立つ

左岸地区

四
十
三
分

(昼
間
時
十
六
分
)
な
ど
、

全
路
線
が
昼
間
時
の
二
倍
を
越
、え
て
い

ま
す
。

最
低
所
要
時
間
で
は
、
千
曲
川
右
岸

全
路
線
と
も
、
畳
間
時
の
所
要
時
間
以

下
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
左
岸
で
は
、

川
西
支
所
か
ら
西
武
交
差
点
間

(
八
・

六
同
)
一
・
八
倍
の
二
十
九
分
を
最
高

に
、
他
の
三
路
線
と
も
昼
間
時
の
所
要

時
間
を
越
、
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
両
が
混
む
時
間
帯
は
、
千

曲
川
右
岸
で
は
、
午
前
七
時
二
十
分
頃

か
ら
八
時
二
十
分
頃
ま
で
で
あ
る
の
に

対
し
、
左
岸
で
は
、
午
前
七
時
頃
か
ら

八
時
二
十
分
頃
ま
で
が
ピ
l
ク
と
、
左
岸

の
渋
滞
時
聞
が
長
く
な

っ
て
い
ま
す
。

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
で
は
、

い
ず
れ
の
結
果
も
、
左
岸
の
交
通
渋
滞

が
右
岸
よ
り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
は
、
午

前
七
時
か
ら
同
九
時
ま
で
の

二
時
間
、

市
内
八
の
各
路
線
に
調
査
ポ
イ

ン
ト
二

点
を
決
め
、
そ
の
区
聞
の
所
要
時
聞
を

計
測
す
る
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
所
要
時
間
を
比
較
す
る
た
め
、
昼

間
時
に
も
計
測
し
ま
し
た
。(
別
図
④
参

照
)そ
の
結
果
、
最
高
所
要
時
間
で
、
昼

間
時
計
測
の
二
倍
を
越
え
た
路
線
は
、

千
曲
川
右
岸
で
は
、
国
道
一
八
号
線
の

大
屋
関
剥
製
前
か
ら
市
役
所
間

(六

・

二
同
)
二

・
四
倍
の

三
十
一
分

(
昼
間

時
十
三
分
)
と
、
こ
の

一
路
線
だ
け
で

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
左
岸
で
は
、
半

過
山
口
か
ら
西
武
交
差
点
間
(
五
・
三

陥
)
三

・
二
倍
の
二
十
九
分
へ
昼
間
時

古
川
叫
八
万

U
ψ
r
ω
H怖
い
じ
み
り
、
川
川
綜
悶
キ
ス
島
川
町
九
州
v
p
h，
訴
悶
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(注)①昼

に
対
し
、
左
岸
で
は
、
半

過
山
口
か
ら
西
武
交
差
点
間
(
五

・
三

し附

)
三
・
二
倍
の
二
十
九
分

(
昼
間
時

九
分
)
を
は
じ
め
、
川
西
支
所
か
ら
酋

も
質
内
奇
妙
ヘ
法
事
包

』
白
川

へ

-h
Hq

o

司

パス所要時間比較表 包囲2・
~最高所要時間

じ二コ 定時運行所要時間

趨翠趨 最低所要時間

32分ヨ
、

本原→上回駅 22分|
(其回線) 院将軍:;;:~~3l毅滋際.~蕊 ~:~ì努事~ 23分目

23分目
町吉田→上回駅

19分 |
(祢津線)

t::i主総:::::::~:::::殺苦労完投手:~:~:誤認定::::=1 19分 自

右岸
和入口→松尾町 28分自

(国道吃?) 18分 II 
I~~:~:義援護警護~~~~~~~:~:~:~:~m~~:~:ì怒~~:~~:~:n_Q分 自

ねずみ→鷹匠町 35分1

(国道18ZT) 20分

~:~喜怒'~~;;:'議@~:~:~:~:~:~~~~:f::~:m誌:~:~:~:~:~:~~:~[?j_ft] ， 
、

半過山口→上田駅 48分1

(上山回線 ) |E懇話::~:~:;:~::審議議';:;:;:~:;:~;'譲|渡1綴4分綴1 援護':~:~:~1'懇話t124全E上田橋回り

古吉町→上田駅 50分

(背上木回僑線回り 隣|機織磁器総::~*|:~;~:~:1::;:~::5g分~*;:;:;:|s書簡~:~~:~m|:~:l~~会 E 左岸

塩田支所→上田駅 35分q

F古附舟橋線回り i22224際分2l7分自認識紋没::~~::訟法定::;:;:;:;: 明…主':~:'主'::::::::~~宇古…:::::主主:::'".::::'…・::::::::
ノ

調査区間名
分10 2分0 3分0 4分0 5分0 

(路線名)

所要時間

.1'-'-. 

一
・IH1IIIl・

.-=・冒
一一一

1・ムヱ4・E司・・・
一

一
一

一一
rl7' 

.1・，可.

三
つ
の
調
査
か
ら
、

上
田
市
の
交
通

渋
滞
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
か
。

一
人
乗
り
マ
イ
カ

ー
の
多
さ
、
短
時
間
に

一
定
個
所
へ
集

(注)調査時間は、午前 7時~同 9時

中
す
る
車
両
、
パ
ス
乗
客
率
の
低
き
:
・。

市
民
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
、
ゆ
ず

り
合
い
、
協
力
し
合
え
ば
解
決
で
き
る

問
題
が
、

こ
の
調
査
の
中
に
存
在
し
て

い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

十
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、
上

回
青
年
会
議
所
主
催
の
第
二
回
・
市
民

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
「
上
田
市
の
交
通

量密霊童霞l

2路線(誌)が
定時運行の3倍

「
パ
ス
試
乗
調
査
」
は
、
午
前
七
時
か

ら
同
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
七
主
要
路

線
の
パ
ス
に
実
際
に
同
乗
し
、
所
要
時

間
、
乗
客
率
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。(
別

図
⑤
参
照
)

そ
の
結
果
、
定
時
運
行
所
要
時
聞
の

二
倍
を
越
え
た
路
線
は
、
半
過
山
口

か

ら
上
回
駅
間
(上
山
田
線
)
の
四
十
八
分

で
、
定
時
運
行
十
四
分
の
三

・
四
倍、

次
い
で
古
吉
町
か
ら
上
田
駅
間

(
青
木

線
)
の
五
十
分
で
、
間
十
五
分
の
三

・

渋
滞
を
解
決
す
る
に
は
、
道
路
整
備
は

必
要
だ
。
し
か
し
、
現
状
の
交
通
渋
滞

を
短
期
間
に
緩
和
す
る
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば

解
決
し
な
い
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
も
道
路
整
備
の
た
め
、
園
、
県
へ

働
き
か
け
、

小
牧
橋
架
橋
、
国
道
パ
イ

三
倍
と
千
曲
川
左
岸
の
二
路
線
だ
け

に

み
ら
れ
ま
し
た
。
右
岸
で
は
、
ね
ず
み

か
ら
鷹
匠
町
間
(国
道

一
八
号
線
上
り
)

の
三
十
五
分
で
、
同
二
十
分
の一

・
八

倍
を
最
高
に
、
定
時
運
行
所
要
時
聞
の

二
倍
を
越
え
た
路
線
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
調
査
で
も
、
左
岸
の
渋
滞

が
右
岸
よ
り
ひ
ど
い
こ
と
を
、
は
っ
き

り
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乗
客
率
は
、
全
路
線
平
均
し

て
六

O
%程
度
と
、
座
席
に
か
な
り
の

余
裕
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
乗
客
率
を
右

岸
と
左
岸
で
比
べ
る
と
、
右
岸
の
パ
ス

は
調
査
区
間
平
均
し
て
乗
客
が
あ
る
の

に
対
し
、
左
摩
で
は
区
間
に
よ
っ
て
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
例
、
え
ば
、
青

木
線
で
み
る
と
、
上
田
原
ま
で
は
か
な

り
の
乗
客
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

降
は
乗
客
率
が
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、

上
田
原
で
別
所
線
の

電
車
に
乗
り
換
、
え
る
人
が
多
い
か
ら
と

思
わ
れ
ま
す
。

パ
ス
の
乗
客
層
は
、
全
路
線
と
も
女

性
が
多
く
、
次
い
で
学
生
、
壮
年
男
子

の
順
と
な

っ
て
お
り
、
若
者
の
パ
ス
離

れ
の
一
端
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

パ
ス
建
設
な
ど
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
盤
備
に
は
、
多
額
の
貸

用
と
長
い
時
聞
が
必
要
で
す
。

交
通
渋
滞
を
な
く
し
、
快
適
な
道
路

環
境
を
つ
く
り
だ
す
に
は
、
市
民
み
ん

な
で
現
状
を
理
解
し
、
英
知
を
出
し
合

う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



だ 日何千1157年11月16日一一一一(6)ーえつ広報

お年寄りを敏う作文
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お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に

んノ《
、
、lJ
I
年

結
W

F勺

直
小辺

辺
刊
渡

僕
に
は
、
一
九

O
O
年
生
ま
れ
で
、

八
十
二
歳
の
健
康
な
お
じ
い
さ
ん
が
い

る。
お
じ
い
さ
ん
は
、
「
人
聞
は
、
死
ぬ
ま

で
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
れ
は

体
を
働
か
せ
る
か
、
頭
を
働
か
せ
な
く

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
と
言

っ
て
、
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。
お
じ

い
さ
ん
は
、
そ
の
モ

ッ
ト
ー
の
と
お
り
、

毎
日
、
畑
や
回

へ
行
っ
て
、

体
で
働

い

-
dd
ad 

今
井
信
一
さ
ん
(
羽
歳
・
下
房
山
)

て
い
る
時
も
あ
る
し
、
頭
を
働
か
せ
る

時
も
あ
る
。

僕
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
言
う
の
は
、

も
っ
と
も
だ
と
思
う
。
働
く
と
い
う
こ

と
の
大
切
さ
を
よ
り
深
く
考
え
て
、
何

事
に
も
前
向
き
に
生
き
て
い
る
お
じ
い

さ
ん
だ
と
思
う
。

そ
れ
に
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
科
学
的

な
考
え
方
の
持
ち
主
だ
。
前
に
、
お
じ

い
さ
ん
の
快
気
祝
い
で
、
親
類
の
人
に

お
返
し
を
す
る
の
に
、
お
じ
い
さ
ん
は

「
日
曜
日
に
し
よ
う
」
と
言
っ

た
。
昭

和
二
け
た
生
ま
れ
の
父
た
ち
は
「
日
曜

日
は
ち
ょ
う
ど
仏
め
つ
だ
よ
。
他
の
日

に
し
た
ら
」
と
反
対
し
た
。
だ
が
、
お

じ
い
さ
ん
は
「
日
曜
日
の
方
が
、
み
ん

な
都
合
が
い
い
に
」
と
い
う
こ
と
で
、

結
局
、
日
曜
日
に
な
っ
た
。

父
で
さ
え
「
え
ん
ぎ
が
悪
い
」
な
ど

と
言
っ
て
気
に
す
る
の
に
、
僕
は
明
治

生
ま
れ
の
お
じ
い
さ
ん
の
方
が
、
よ
っ

ぽ
ど
現
代
的
だ
と
思
っ
た
。
僕
は
大
き

く
な

っ
た
ら
、
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
な

合
理
的
な
物
の
考
え
方
を
す
る
人
に
な

り
た
い
と
思
う
。

僕
が
生
ま
れ
た
時
、
お
じ
い
さ
ん
は

「
こ
の
家
は
、
代
々
養
子
を
も
ら

っ
た

事
が
な
い
。
直
樹
が
生
ま
れ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
、
大
変
喜
ん
だ

そ
う
だ
。
だ
か
ら
、
僕
は
お
じ
い
さ
ん

が
大
好
き
だ
。

こ
ん
な
お
じ
い
さ
ん
の
期
待
に
、
こ

た
え
る
よ
う
に
が
ん
張
り
た
い
。
お
じ

い
さ
ん
に
は
、
本
当
に
長
生
き
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
J、

、仏)
，v
み
時

~

印
刷

d
相
(

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

今
年
の
夏
は
、
暑
か
っ
た
り
宍
、
か
っ
た

す
ね
。

こ
の
間
は
、
セ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
ブ

ラ
ウ
ス

の
お
み
や
げ
あ
り
が
と
う。

お

ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
私
の
好
き
な
色
や
形

を
知

っ
て
い
て
、
い
つ
も
気
に
入

っ
た

物
を
買

っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

何

か
私
に
よ
(
札
収
、
え
て
(
れ
ま
ム
1
よ
ね
。

も
の
を
大
切
l
:
・

不
用
品
登
録
情
報

絵
な
ど
は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
油
絵
を

書
い
て
い
る
の
で
、
人
を
書
く
時
の
占

き
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
親
指
と

小
指
を
広
げ
て
、
人
か
ら
少
し
は
な
れ

た
所
か
ら
広
げ
た
指
で
、
顔
の
た
て
の

長
さ
を
は
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

は
か

っ
た
長
さ
を
紙
の
ち
ょ
う
ど
よ
い

部
分
に
お
い
て
、
上
と
下
で
印
を
付
け

る
の
で
す
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

こ
の
事
を
教
え
て
く
れ
た
の
を
、
今
で

も
お
ぼ
え
て
い
ま
す
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
言
う
の
だ
か
ら
、
ま
ち
が
え
な
い

と
思
い
ま
す
。

お
茶
の
入
れ
方
も
、
お
そ
わ
り
ま
し

た
ね
。
お
い
し
い
お
茶
を
飲
み
た
い
時

に
は
、
少
し
湯
を
さ
ま
し
て
お
い
て
か

ら
、
き
ゅ
う
す
に
入
れ
て
お
茶

っ
葉
が

ひ
ら
く
と
、
あ
ま
み
の
あ
る
お
い
し
い

お
茶
に
な
り
ま
す
。

き
ゅ
う
す
の
中
に

は
お
茶
を
の
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
お

そ
わ

つ
た
の
で
、
お
茶
わ
ん
に
配
分
よ

く
分
け
て
、
お
休
み
の
日
に
は
、
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
お
茶
を
入
れ
て
あ

げ
て
い
ま
す
よ
。

こ
の
前
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ク
レ
ー

プ
を
作

っ
て
あ
げ
た
ら
、
お
い
し
い
と

言
っ

て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
学
校

で
フ
レ

ン
チ
サ
ラ
ダ
の
作
り
方
を
な
ら

っ
た
の
で
、
今
度
ク
レ
ー
プ
に
フ
レ
ン

チ
サ
ラ
ダ
を
付
け
て
ご
ち
そ
う
し
ま
す
。

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

で
は
、
お
休
に
気
を
つ
け
て
。
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

れ
わ

W
U
略
本
町
+
勺
令
、

J

九へ

②
ゆ
す
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
僻
し
て
く

だ
さ
い
。

っ
て
ほ
し
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供
た
ち
の
健
全
育
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を
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③ 

今
井
信
一
さ
ん
(
羽
歳
・
下
房
山
)

今
井
信
一
さ
ん
は
、
『
上
回
V
Y
S
み

す
ず
会
』
(
以
下、

V
Y
S
と
略
す
)
の

会
長
と
し
て
、
各
地
区
の
子
供
会
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

V
Y
S
は
、
町
一
H
年
が
若
い
情
熱
と
意
気

を
も
っ
て
社
会
奉
仕
に
参
加
し
よ
う
と

い
う
グ
ル
ー
プ
で
、
主
に
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
井
さ
ん
は
独
身
で
す
が
、
下
房
山

(北
部
地
区
)
で
お
父
さ
ん
と
一
緒
に

鋸
(
の
こ
ぎ
り
)
目
立
業
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
鋸
目
立
業
は
、
今
井

き
ん
で
三
代
目
。「
父
は
、
跡
を
継
い
で

ほ
し
い
と
は
一
度
も
言
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
い
ず
れ
継
ご
う
と

決
め
て
い
た
の
で
、
ど
う
せ
継
ぐ
な
ら

若
い
う
ち
に
と
思

い
・
日
勤
め
て
い
た

電
気
腐
を
や
め
、
東
京
で
一
年
間
、
鋸

目
立
業
の
修
業
を
柏
み
ま
し
た
。

東
京
か
ら
上
回
へ
帰
っ
て
き
た
の
が

昭
和
四
十
八
年
。
当
時

V
Y
S
に
入
っ

て
い
た
知
人
に
紹
介
さ
れ
、
入
会
し
ま

し
た。

以
来
、
今
日
ま
で
鋸
目
立
業
の

仕
事
と

V
Y
S
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
両
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

V
Y
S
は
、
昭
和
三
十
九
年
、
上
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
青
年
団
体
が
中

心
と
な
り
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
は
会

員
も
多
く
、
四
十
人
ほ
ど
が
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
八
人
。

平
均
年
齢
は
約
二
十
七
歳
で
す
。

V
Y
S
の
活
動
は
、
各
地
区
か
ら
依

頼
を
受
け
、
子
供
会
で
ゲ

l
ム
や
歌
な

ど
を
指
導
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

主
な
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、

十
五
地

区
の
子
供
会
か
ら
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

例
年
、
三
月
の
歓
送
迎
会
と
八
月
の
夏

休
み
に
集
中
す
る
よ
う
で
す
。

子
供
た
ち
か
ら
、
兄
ち
ゃ
ん
、
兄
ち

ゃ
ん
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
今
井

さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
自
主
性
、
協

調
性
、
積
極
性
が
伸
び
る
よ
う
に
と
の

考
え
で
、
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
四
年
前
か
ら
は

V
Y
S
の

会
長
と
し
て
、
会
員
同
士
の
親
ぽ
く
に

尽
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
好
き
な
今
井
き
ん
で
す
が
、

子
供
と
い
つ
も
接
し
て
い
る
だ
け
に
注

文
も
あ
る
よ
う
で
す
。
「
ゲ

l
ム
を
し
て

い
る
と
気
に
な
る
の
で
す
が
、
最
近
の

子
供
た
ち
、
特
に
最
上
級
生
で
あ
る
小

学
校
六
年
生
は
下
級
生
に
対
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
ま
せ
ん
。
学
校
で

は
同
級
生
と
よ
く
遊
ぶ
け
れ
ど
、
家
に

帰
っ
て
か
ら
は
近
所
の
上
下
級
生
と
ほ

と
ん
ど
遊
は
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
日

V
Y
S
の
最
大
の
悩
み
は
、
会
員
不

足
で
す
。
最
近
は
、
活
動
に
も
支
障
が

で
て
き
ま
し
た
。「
若
い
男
女
の
入
会
を

期
待
し
て
い
る
ん
で
す
が
・
:
。

V
Y
S

は
、
余
暇
を
利
用
し
た
活
動
で
す
か
ら
、

決
し
て
無
理
な
活
動
は
望
み
ま
せ
ん
」

と
、
多
く
の
若
者
が
入
会
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

(V
Y
S
の
連
絡
先
は

上
回
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
)

も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
何

か
私
に
よ
く
教
、
え
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。

も

の

を

大

切

に

・・・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
H

不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
九
回
目
で
す
。

不
用
口聞
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い

品
物
が
あ
る
人
は
、

品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

その⑮(主なもの)不用品登録情報 (11月6日現在)

ゆずって ください

ファンヒータ一

石油ストーブ

湯ì，~器

〈希望価格〉

2，000円

10，000円

ゆずります

コンビラ ック

電子レンジ 52年j偽入

冷凍冷蔵庫 53年総入

カ、、スレンジ

シングルベッド

二段ベッド

10，000円

無料

20，000円

無料

1ヶ月使用

冷蔵庫 中型

プロパンガスフロー式

足踏みミシン

自動車用子供いす

で
は
、
お
休
に
気
を
つ
け
て
。
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。課
承

境

了
環

ご

活

で

生

の
す

p
り

宇
品

た
。
ね

し
を
か

ま
絡
い

り
連
負

あ
ご
を

が
に
任

物

軽

責

品
気
い
お
は

し
へ
て

ま

い
て
旧

つ

つ
同
に

ず
刊
ど

ゆ

F
な

A
U

・υv

、

《

U

ノ

物

叫
ブ

口問

尚

一げ

た
(
の
い

り
係
後
さ

ず
活
介
だ

ゆ
生
紹
く

0

0

 

三輪及び普通自転車

下駄箱

カーペット

ルームランナー

オルカ、ン

すべり台

カラーテレビ

事務机

1，000円

5，000円

無料

食卓セ ッ ト テーブル、いす4つ、 1年前購入

0 じゅうぶんに活用できる不用品は、

どんなものでも登録しましょう。

1，000円

20，000円

13，000円

15，000円

階段サク

袋帯

応接セ ット

編機

美容器 56年脇入

ま
ゆ
み

ぶら下がり健康器
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1，000人の市民が参加した

青少年健全育成市民大会

十
一
月
六
日
、
上
田
市
民
会
館
で
は
、

約
千
人
の
市
民
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
、

「
第
一
回
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
」

川

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
健
全
育
成
諸

川

活
動
の
推
進
と
、
全
市
民
に
よ
る
育
成

川

気
運
の
高
旧
怖
を
図
る
た
め
聞
か
れ
た
も

川

め
で
、
市
民
大
会
と
し
て
は
県
内
初
の

川

大
会
で
す
。
第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

川

皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

高
校
生
、
補
導
委
員
、
市
民
代
表
に
よ

川

る
事
例
発
表
、
も
ろ
さ
わ
ょ
う
こ
さ
ん

川

の
「
歴
史
を
と
お
し
て
考
、
え
る
」
と
題

川

す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
英
知
と
総
力
を
結
集
し
て
、

次
代
を
担
う
心
身
と
も
に
健
全
な
青
少

川

年
を
育
成
す
る

こ
と
を
持
う
も
の
で
あ

川

る
」
と
の
大
会
宣
言
を
決
議
し
、
決
議

川

に
向
か

っ
て
諸
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

川

を
確
認
し
ま
し
た。

A
Q

古

川

大
川
民
川
市
川
た
川
『」議
川
決
へ
を成
川
育
ヘ
全

)

健

川

の年・
1

h
y
川

室
岡

山

えつ

直
腸
が
ん

。

-一一一'…

司
¥..，....-ー旬、

・・ー

上
田
市
は
全
国
と
と
も
に
、
昭
和
五

十
六
年
度

・
死
亡
統
計
の
第
一
位
が
、

か
が
ん
H

に
な
り
ま
し
た
。

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
、
検
診
な
ど

に
よ
り
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
肺

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
は
今

後
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
腸

が
ん
の
中
で
も
、
直
腸
が
ん
が
最
も
多

く
、
直
腸
が
ん
は

か
痔
だ
痔
だ
:-
H
と

思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
直
腸
が
ん
だ

っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

直
腸
が
ん
と
は
、
直
腸
に
で
き
る
が

ん
の
こ
と
で
す
が
、
直
腸
と
は
腸
の
枇

-』

A

，

終
の
場
所
で
、
抗
門
の
す
ぐ
上
に
あ
る

二
十
セ
ン
チ
灯
ほ
ど
の
腸
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
こ
の
腸
め
役
目
は
、
便
を
旺

門
か
ら
外
に
押
し
出
す
働
き
を
し
て
い

ま
す
。

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

②
便
の
太
き
が
細
く
な
る
。

③
排
便
の
時
間
及
び
排
便
の
回
数
が
変

化
す
る
。

④
排
便
が
終
わ

っ
て
も
、
使
の
残

っ
て

い
る
感
じ
が
あ
る
。

原

因

生
活
の
洋
風
化
、
特
に
食
生
活
の
変

化
に
よ
り
、
肉
な
ど
の
動
物
性
脂
肪
と

タ
ン
パ

ク
質
の
限
り
方
が
増
、え
た
た
め

と
々
、え
ら
れ
ま
す
。
肉
や
脂
肪
を
主
体

と
し
た
食
手
を
と
る
と
、
使
が
腸
の
中

に
た
ま
る
時
聞
が
長
く
な
り
、
腸
の
中

で
発
が
ん
物
質
の
よ
う
な
も
の
が
で
き

て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

^ 
き会
田タ

断

〈

山
一一山

療

早
期
か
ん
は
、
部
分
的
な
切
除
で
済

み
ま
す
が
、
進
行
し
て
し
ま

っ
た
が
ん

は
開
腹
手
術
が
必
要
で
す
。
虹
門
部
を

含
め
て
切
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
人
工
旺
門
を
造
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
在
は
、
種
々
の
器
具
が
考
案
さ

れ
、
社
会
生
活
に
は
特
別
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〈予

防

①
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

O
便
の
観
察
を
し
ま
し
ょ
う
。
固
さ
、

太
さ
、
量
、
色
、
混
入
物
の
有
無

(
血
液
な
ど
)
な
ど
を
、
よ
く
見

て
く
だ
さ
い
。

O
便
に
血
液
が
出
し

っ
た
り
、
使
が

細
く
な

っ
た
り
し
た
ら
、
必
ず
外

科
の
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
長
い
間
、
痔
と
思

っ
て
い
る
人
も

ぜ
ひ

一
度
、
外
科
で
直
腸
診
を
受

け
て
み
」
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期

的
な
受
診
も
し
て
く
だ
さ
い
。

②
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

肉
や
脂
肪
に
片
寄
ら
ず
、
繊
維
の

多
い
穀
物
、
野
菜
、
果
物
、
海
H

収
賄
、

き
の
こ相刷、

立
煩
な
ど
を
ト
分
に
柑
い

り
ま
し
ょ
う
。

③
便
秘
を
防
軍
ま
し
ょ
う

パ
ラ
ノ
ス
の
と
れ
た
食
事
、
透
度

な
連
動
と
と
も
に
、
毎
日
定
期
的
に

i
f
，1
L
、三件リ
i
c
、
iS島
町
陰
買
丹
・
1

・16v・
3
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上岡市の職員給与などの状況

上田市職員の給与の実態をお知らせします。

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含み

ます。

1.人件費の状況(普通会計決算)

ま
す
。

4.職員の初任給、経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
(昭和57年4月1日現在)

区 分 決定初任給
経験年数7年 経験年数10年 経験年数15年
以上10年未満 以上15年未満 以t20年未満

上 大学卒
101，900 円 158.300円 187，232円-106，900 

回

市 高校卒 88，700 129，207 158.567 187，979 
般
長 大学卒 106，900 167，024 196，218 239，438 

行 野

県 高校卒 88，700 130，882 159，574 194，745 
政

戦
大学卒 101，900 162，100 195，900 240，200 

国

高校卒 85，900 128，100 155，700 187，800 

3.職員の平均給料月額亙ひ・平均年齢の状況
(昭和57年 4月1日現在)

般 1T 政 職

区分

平均給料月額 平均年齢

上田市 200，508 円 37.10歳

長野県 222，423 円 39.8 歳

国 207，160 同 40.0 歳

(注)長野県の給料月額は、扶養手当及び調鐙手当

を加えた額です。

，_旺

l門直
Jに腸
¥指指
を診
入と
れい
0"( つ

は触て
れ

?て医
iみ師
iるカぜ
十こ直
と接

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
度

な
運
動
と
と
も
に
、
毎
日
定
期
的
に

ト
イ
レ
に
行
き
、
俳
相
民
m
り
拍
阿
梅
闘
を
つ

(昭和57年4月1日現在)

国の等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 8等級 計

等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級

上
標準的な 係長

務高技を度必師を要行の知とうす主識経事る験業、 主比す識事経較る験的業、務高技を度必師を行要の知とう
主 事

部長 課長 課補長佐
田 職務内容 主査 技師

市
職員数 12 人 53人 90人 180 人 209 人 44 人 44 人 632 人

構成比
% 
8.4 % 142% 1 28.4 

% 
33.1 
% 
7.0 
% 
7.0 
% 
100 
% 

1.9 

5.一般行政職の等級別職員数の状況

(注)標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

7.特別職の報酬等の状況 (57年4月1日現在)

区分 上 回 市 長野県、 国 区分 給料月額等 期末手当 (56年度査結割合)

(56年度支給割合) (56年度支給割合)
市 長 630，000円 6月期 1.4月分

期 末 勤 勉 期末 勤勉

期末、勤勉 6月期 1.4月分 0.5月分 6月期 1.4月分 0.5月分
助 f交 518，000円 12月期 1.9月分

手 当 12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分
収入役 455，000同 3月期 0.5月分

3月期 0.5月分 3月期 0.5月分

計 3.8月分 1.1月分 計 3.8月分 1.1月分 計 3.8月分

(支給率) 自己都合勧奨 (支給率) 自己都合勧奨 議 長 315，000円 6月期 1.4月分

最高
60月分67.5675月分

最高
限度額 60月分67.5675月分限度額

副議長 277，000円 12月期 1.9月分

退職手当 勤続20年 21月分30.7125月分 勤続20年 21月分30.7125月分

議 員 258，000円 3月期 0.5月分
勤続30年 41.25月分57.9150月分 勤続30年 41.25月分57.9150月分

勤続35年 48.125月分67.5675月分 勤続35年 48.125月分67.5675月分 計 3.8月分

6.職員手当の状況



だ 昭和57年11月16日一一一一同一

お知らせロ
月
は

え

市
税
完
納
月
間

つ広報

収
税
謀
担
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
3

市
で
は
、
十
二
月
を
「
市
税
完
納
月

間
」
と
決
め
、
市
税
の
滞
納
を
な
く
す

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
市
の
財
政
運
営
を
円
滑

に
す
る
た
め
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納

税
負
担
の
公
平
を
期
す
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。
「
つ
い
う
っ
か
り
し
て
」
「
都

合
で
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
」

こ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
お
早
め
に

市
役
所
収
税
課
ま
た
は
、
お
近
く
の
金

融
機
関
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。

お
納
め
い
た
だ
か
な
い
場
合
は
、
差

し
押
、
ぇ
処
分
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

円

で

、

制

F
事
国

(
r
p
ぃ。

...~ 875号

長
寿
を
保
つ
健
康
教
室

9 
ψ ' 

E弘
すばらしい天気に恵まれた10月31目、塩
田平で2回目の「塩田三代北条まつり.)11
聞かれました。尊厳さを秘め芝一行は、一
日をかけて北向観音、安楽寺、常楽寺、中
律寺、龍光院、前山寺、生息足島神社と回
り、沿道の人定ちを鎌倉時代の世界に引き
込んでいきましだ。

ほ
勺

あ
そ
こ
に

役
立
っ
て
い
る
税
金
が

(
市
内
中
学
生
納
税
標
語
入
選
作
品
)

健
康
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
で
死
亡
さ
れ
る
人
が
年
々
増
え
、

現
在
、
死
亡
原
因
の
六
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
、

こ
の
十
年
間
、
全
国
・
上
田
市
と
も
に

増
え
続
け
、
と
う
と
う
死
亡
原
因
第
一

位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
成
人
病
予
防
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
健
康
で
明
る
い
家
庭
生

dwm孔
E
内
ず
っ
イ
ー
、
い
れ
ん
が
ん
/
¥
わ
九
仇
町
、
「
紘
府
間
回
目
出

勢
御
参
加
く
だ
さ
い
。

〈

内

容
v

①
映
画
「
い
つ
ま
で
も
若
く
」
②

「
成
人
病
予
防
と
健
康
増
進
に
つ
い
て
」

健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
を
聞
き

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
十
一
月
二
十
六
日
樹
、
市
民

の
つ
ど
い

l
午
後
一
時
i
四
時
、
健

康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
l
正
午
1
午
後

四
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

内

容
マ
市
民
の
つ
ど
い

O
体
験
発
表

1
①
胃

・
甲
状
駅
方
ン

を
克
服
し
て
②
子
宮
方
ン
を
克

服
し
て
③
家
庭
の
幸
せ
は
夫
婦

の
健
康
管
理
か
ら

O
講
演
u
H

「
生
き
る
」
鉄
道
弘
済
会

社
会
福
祉
相
談
員
・
東
京
家
庭
裁

判
所
調
停
員
井
原
美
代
子
さ
ん

マ
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

O
パ
ネ
ル
展
示

1
①
成
人
病
を
予
防

す
る
に
は
②
上
田
市
の
成
人
病

O
健
康
相
談
と
血
圧
測
定

O
歯
の
相
談
と
歯
み
が
き
指
導

O
体
力
測
定

商
工
課
商
工
相
談
所

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
4

資要
企のこ
計増れ
画加 か
をがら
た予年
て想末
、きを

低れひ
利まか
ですえ
長。

期早資
な白 金
上に蒋

ら
に
、
候
補
者
の
中
か
ら
審
査
会
事
務

局
に
お
い
て
、
く
じ
に
よ
っ
て
十
一
名

の
検
察
審
査
員
を
選
出
し
ま
す
。
任
期

は
六
か
月
で
す
。

田
市
制
度
融
資
の
利
用
も
、
御
検
討
く

だ
さ
い
。

上
田
市
制
度
融
資
の
主
な
内
容
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
県
に
も
制

度
融
資
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
相
談
く

だ
き
い
。

〈
相
談
先
〉

市
商
工
謀
、
上
回
商
工
会
議
所
宮
⑫

4
5
0
0
、
塩
田
商
工
会
宮
⑮
3
6
1

0
、
川
西
商
工
会
宮
@
2
0
3
3

他そ

上田市制度融資

金利伴) 1 貸付期間|保証人貸付限度 グ〉

2人以上36か月以内7% 700万円

原則として|資本金300万円以下で信用保証協会
36か月以内 I 'IT~X~J ~ ~，~ I 

とらない|の保証残高1，000万円以下のもの

売り上げが10%以上減少して
いるもの

6.5% 350万円

資金名

中小企業

運転資金

小規模企業

事業資金

不況対策資金 2人以上60か月以内6.75% 400万円

2人以上

世上表は概要ですので、詳しくは市商工謀、上回商工会議所、塩田商工会、川西商工会へ御

相談ください。

72か月以内7% 設備資金11，200万円

ますよっ

火の用心・心で用心・目で用心
(刈です。

秋の全国火災予防運動・ 11 月 16 日 ~12月 2 日

今回の運動では、「①身体不自由者などを中心とした焼死防止対策の徹

底、②家庭における防火対策の推進、③防火対象物にかかる防火安全の

確保、④防災機器の普及の推進」の 4点を重点目標にしています、



楽上表は概3
相談く だ:

お
納
め
い
た
だ
か
な
い
場
合
は
、
差

し
押
え
処
分
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
御
承
知
く
だ
さ
い
。

あ 875号一

長
寿
を
保
つ
健
康
教
室

に
御
参
加
を

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
で
は
「
長
寿
を
保
つ
健
康
教
室
」

を
、
十
月
か
ら
来
年

一
月
ま
で
市
内
十

か
所
で
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、

中
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
健
康

で
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
と

聞
い
て
い
る
も
の
で
、
十
一
月
及
び
十

二
月
は
左
表
の
会
場
で
予
定
し
て
い
ま

す
。対

象
地
区
の
家
庭
の
主
婦
、
中
高
年

齢
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
大

だえつ-ω一一一一昭和57年11月16日 広報

長寿を保つ健康教室日程表

日 時 会場 対象地区

11月30日(火) 上野が丘

午後1時30分-4時 公民館
神科地区

12月7日(刈

午後1時30分-4時
城南公民館 城下・川辺・泉団地区

12月14日(刈 別所・山田・
相染閣

午後1時30分-4時 野倉・東塩田地区

市
で
は
、
成
人
病
予
防
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
健
康
で
明
る
い
家
庭
生

活
を
守

っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
「
第
四
回

勢
御
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
内
容
〉

①
映
画

「
い
つ
ま
で
も
若
く
」
②

「
成
人
病
予
防
と
健
康
増
進
に
つ
い
て
」

鹿
教
湯
病
院
長

・
藤
田

勉

先

生

③

保
健
婦
の
講
話

社
会
の
公
平
を
保
つ

「
検
察
審
査
会
」
に

御
理
解
を

長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部
内

上
回
検
察
審
査
会
宮
⑫
0
0
0
3

検
察
審
査
会
は
、
社
会
の
公
平
を
保

つ
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
制
度
で
す
。

刑
事
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、
検
察

官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け
裁

判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
誤
っ
た
判
断
で
不
起
訴

に
な
っ
た
場
合
、
社
会
の
公
平
は
保
た

れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
に
、
そ
の
誤

り
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
設
置

さ
れ
た
の
が
「
検
察
審
査
会
」
で
す
。

選
挙
人
名
簿
か
ら

H
人
を
選
出

検
察
審
査
会
は
、
十
一
名
の
審
査
員

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
審
査
員

の
選
び
方
は
、
ま
ず
選
挙
人
名
簿
を
も

と
に
、
く
じ
で
審
査
員
の
候
補
者
を
選

び
ま
す
。
(
昭
和
五
十
八
年
度
、
上
田
市

の
割
り
当
て
は
百
六
十
八
名
で
す
)
き

こ
れ
か
ら
年
末
を
ひ
か
え
、
資
金
需

要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
目
に

資
金
計
画
を
た
て
、
低
利
で
長
期
な
上

ら
に
、
候
補
者
の
中
か
ら
審
査
会
事
務

局
に
お
い
て
、
く
じ
に
よ
っ
て
十
一
名

の
検
察
審
査
員
を
選
出
し
ま
す
。
任
期

は
六
か
月
で
す
。

選
出
さ
れ
た
ら
御
協
力
を

検
察
審
査
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
皆

き
ん
に
は
、
「
候
補
者
に
選
出
き
れ
た
旨
」

の
通
知
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
の
手

続
き
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

と
き
は
、
検
察
審
査
会
の
趣
旨
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
進
ん
で
会
議
に
出
席
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

検
察
に
民
意
を
映
す
審
査
会

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
果
の
お
知
ら
せ

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

市
で
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
十
月
四

日
ま
で
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

(間
接

搬
影
)
を
各
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
検
診
の
結
果
、
「
精
密
検
診
が
必

要
」
ま
た
は
「
専
門
医
へ
の
受
診
が
必

要
」
と
す
る
人
に
は
、
す
で
に
通
知
を

差
し
上
げ
ま
し
た
。
し
だ
が
っ
て
、
十

一
月
十
六
日
現
在
で
通
知
を
受
け
て
い

な
い
人
は
、
異
常
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

こ
の
お
知
ら
せ
を
も
っ
て
結
果
通
知
に

代
え
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12月の乳幼児健康診査
12月の乳幼児健康診査を下記により行います。

受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。母子健康手帳を
お持ちください。

会 場 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
12月1日 57年7月16日-7月31日生
12月16日 57年8月1日-8月15日生

10か月児
12月2日 57年 1月16日-1月31日生
12月17日 57年2月1日-2月15日生上田市保健セ ンタ ー
12月7日 56年5月16日-5月31日生1歳6か月児
12月21日 56年6月1日-6月15日生

3歳児
12月3日 54年11月1日-11月15日生
12月10日 54年11月16日-11月30日生

4か月児
12月8日

57年7月16日-8月15日生
塩田母子健康センター 10か月児 57年 1月16日-2月15日生

(塩団地区) l歳6か月児

3歳 児 12月15日 54.年10月1日-11月30日生
4か月児 57年7月16日-8月15日生

川商社会福祉センター 10か月児 12月9日 57年 1月16日-2月15日生
(川西地区) l歳6か月児 56年5月16日-6月15日生

3歳 児 12月22日 54牟8月1日-11月31日生
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ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

隊
員
を
募
集

青
少
年
対
策
室

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

6
8
0

ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
十
五
団

(
上
回
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
)
で
は
、
次

の
要
領
で
ス
カ
ウ
ト

の
隊
員
を
募
集
し

ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は、

土
曜
日
の

午
後
二
時
か
ら
約
二
時
間
、
西
部
公
民

館
で
集
会
を
行

い
ま
す
。

入
団
対
象
者
:・
昭
和
五
十
八
年
度
(
来

年
四
月
か
ら
)
の
新
一
年
生
、
新
二

年
生
、
新
三
年
生

募
集
人
員
・・・
各
学
年
と
も
若
干
名

申
込
期
間
・
:
十

一
月
二
十
四
日
附
i
同

月
三
十
日
同

申
込
場
所
:
・
市
役
所
西
庁
舎
二
階
、
青

少
年
対
策
室
(
申
込
用
紙
も
青
少
年

対
策
室
に
あ
り
ま
す
)

そ
の
他
:
・
詳
細
は
、
柳
沢
ま
で

(
宮
⑫

1
5
6
4
、
夜
は
⑮
1
0
3
4
)
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

えつ広報

和
裁
科
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

.....第 875号

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

ミ12月1日

76号

五
十
八
年
度
和
裁
科
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

資

格

・
:
健
康
で
和
裁
の
勉
強
を
し
た

い
人

(
家
庭
婦
人
を
歓
迎
し
ま
す
)

受
講
時
間
:
・
週
二
回
、
水
金
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時

受
講
期
間
:
・初
歩
か
ら
教
え
二
年
で
終

了
定

員

:
・三
十
名

酒
を
や
め
た
い
方

「
断
酒
会
」
に
御
参
加
を

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

酒
を
や
め
た

い
と
思
っ
て
も
、
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
で
悩
ん
で
い
る
人
、

ま
た
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

断
酒
会
へ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
1

九
時

と
こ
ろ
・:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

精
神
障
害
者

家
族
会
の
勉
強
会

精
神
障
害
者
家
族
会

事
務
局
(
西
川
)
宮
⑮

3
2
4
7

精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
患
者
に

よ
く
な
っ
て
も
ら
う
に
は
家
族
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
学
ん
だ
り
、
体
験

を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
次
の
よ
う
に
勉
強
会
を
聞
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
都
合

を
つ
け
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

講
師
の
小
坂
先
生
は
、
患
者
さ
ん
を

よ
く
す
る
た
め
に
は
家
族
の
か
か
わ
り

方
が
大
切
と
、
家
族
の
教
育
に
カ
を
注

い
で
お
ら
れ
ま
す
。

と

き

:
・
十
一
月
三
十
日

ω午
前
九
時

ー
午
後
一
時

と
こ
ろ
:
・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室

講

師

:・
小
坂
英
世
先
生
(
精
神
科
医

師
)

内

容

・
:
お
話
と
医
療
相
談

費
用
:
・
無
料

千
曲
寮
の
入
寮
生
を
募
集

千
曲
寮
宮

0
4
2
2
⑩
0
7
2
6

来
春
、
大
学
へ
進
学
を
希
望
す
る
人

や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
入
学
後
の
住

居
に
つ
い
て
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
千
曲
寮
(東

京
都
三
鷹
市
下
連
雀

6

6

m

)
で

は
、
こ
れ
ら
郷
土
の
学
生
の
た
め
に
、

安
心
し
て
東
京
で
の
生
活
が
送
れ
る
環

境
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

資

格

:
長
野
県
に
縁
故
の
あ
る
男
子

大
学
(
短
大
を
含
む
)
生
、
大
学
院

生
、
大
学
予
備
校
生
。
た
だ
し
、
二

部
学
生
は
入
事
で
主
、
ま
せ
ん
。

期

間

・
:
入
寮
者
の
在
学
期
間

費

用
:
・
入
寮
金
三
万
五
千
円
、
月
寮

費
二
万
五
千
円
(
朝
夕
二
食
、
日
曜

は
休
食
)

設

備

・:三
十
二
室
(
ベ
ッ
ド
式
二
人

部
屋
)
定
員
六
十
四
名
、
冬
季
温
水

暖
房
、
入
浴
設
備

お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
千
曲
寮
、
浜
村
謙

一
郎
さ
ん
宮
上
回
⑫
0
1
8
9
、
折

井
正
彦
さ
ん
宮
同
⑫
0
4
6
3
、
和

田
智
晴
さ
ん
宮
同
⑫

0
4
6
1

浜
松
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
の

学
生
を
募
集

浜
松
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で
は
、

昭
和
五
十
八
年
度
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
科
:
・
生
産
機
械
科
、
金
属
成
形
科
、

電
気
科
、
自
動
車
科
、
印
刷
技
術
科
、

工
業
・
工
芸
デ
ザ
イ
ン
科

募
集
定
員
・
:
各
科
二
十
名
、
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。

応
募
資
格
:
・
高
等
学
校
卒
業
者
及
び
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人

募
集
要
項
の
請
求
・
:
二
百
四
十
円
切
手

を
同
封
の
う
え
、

〒

4
3
2

浜
松

市
法
伎
町
六
九
三

浜
松
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
学
生
課
へ
御
請
求
く
だ

人権相談所を御利用くださL、
人権週間.12月4日一10日

家庭問題、近隣問題、土地問題などでお困りの方は

お気軽に御相談ください。相談は無料です。

12月2日同 上田市役所西庁舎2階相談室

12月6日(月) 城南公民館、塩尻地区公民館

12月9日附農村環境改善センタ一、西塩田会館

※時聞は、いずれも午前10時から午後 3時まで

死亡が多い夜間の交通事故
夜間の交通事故は、昼間に比べて死亡につながるケ

』スが非常に多く、高い危険性をはらんでいます。夜

間の運転は、次の点に注意してください。

①早めの点燈。意外に暗い夕暮れ時。

②スピードは、昼間より控えめに。

③歩行者の横断に十分な注意を。道路中央で一瞬消

える、蒸発現象協。

⑥居眠り運転の防止。

@見通しの悪い交差点やカーブでは合図を。
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